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鈴木 仁 (文京慈忠会医科大学 ･医科研)
本研究は簡便法であるリポソームDNA (rD
NA)のスペーサ 上ーの制限酵素断片長の多型性
(RFLP)を指標とし､霊長類の系統分類学的
類縁関係を明らかにすることを目指しており､昨
年度はヒトをはじめとする大型霊長類の一群の類
縁関係を解析した.本年皮は形態学的に16-1
9種に分頬されているマカタ屈に銀点を当てたo
rDNAのスペーサ 上ーのRFLPの系統分類
学への応用にあたり有利な点としては､(1)進
化速度が早く､近縁種問の関係に適用可能､(2)
ゲノム内でのコピー 数が多いので､一個体から得
られる情報量は多い､(3)同一交配集団内で協
調進化をしているので､同一集団内での個体間変
異は少ない､従って調べる個体数は少なくてもよ
い､(4)核ゲノムの変異を反映している､(5)
方法が簡便である､などが挙げられる｡
12種の制限酵素を用い､サザンブロット解析
を行い､制限酵素地図を作成した｡それをもとに
塩基置換皮を推定した｡Foodenに従ってマカク
属を19種に分類すると､これらは3つの大きな
グループに分けることができた｡(A)バーバリー
マカタ､(B)ブタオザル頬 (ブタオザルとスラ
ウェシ島の7種)､(C)アカゲザル類 (ニホンザ
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